（様式２）

●●度リサーチ・アシスタント（ＲＡ）事業終了報告書

	部局等名
	
	連絡先
	

	事務担当者
	
	
	


	大学院生氏名(性別)
	○○○○(男・女)
	所属研究科名

･所属専攻名
	○○研究科

○○専攻

	生年月日
	　　　　年　月　日生(〇歳)
	
	

	
	
	施 設 名
	○○研究施設

	研究プロジェクト等名
	○○○○に関する研究
	左の中心研究組織
	

	上記プロジェクトの

研究代表者氏名
	
	ＲＡ受入教員氏名
	

	業務の内容

(具体的に)
	大学院生がＲＡとして行う研究補助業務の具体的内容について簡明に記入すること。

	ＲＡとして活動した結果得られた成果等
	  ＲＡとして研究補助業務に従事させたことにより得られた成果等（研究活動の推進に関する効果、研究体制に関する効果及び若手研究者としての研究遂行能力の育成に関する効果等）について記入すること。


	
	　ＲＡとして研究補助業務を行ったことによるＲＡ自身の成果等を具体的かつ簡明に記入すること。

　上記に加えて研究成果発表等の活動がある際は、「該当会議名・開催日時・開催機関（場所）」等を一行程度に簡潔にまとめ、追加して記入してもよい。



	採用実績内訳
	採用期間
	勤務時間
	時間当給与
	実績額

	
	
	時間/週
	週/年
	計
	
	

	
	H●●.12.1

～
H●●.3.31
	時間

5

10
15
20
	週

2
3
4

5
	時間

200
	円

1,470
	円

294,000


(※)１．「業務の内容」欄は、大学院生がＲＡとして行う補助業務の具体的内容について簡明に記入すること
(※)２．「ＲＡとして活動した結果得られた成果等」欄には、ＲＡとして研究補助業務に従事させたことにより得られた成果等（研究活動の推進に関する効果、研究体制に関する効果及び若手研究者としての研究遂行能力の育成に関する効果等）及びＲＡとして研究補助業務を行ったことによるＲＡ自身の成果等を具体的かつ簡明に記入すること。上記に加えて研究成果発表等の活動がある際は、「該当会議名・開催日時・開催機関（場所）」等を一行程度に簡潔にまとめ、追加して記入してもよい。
